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１．下水道維持管理における課題と安全対策の必要性

老朽化 × 人材不足 × 事故リスク
人手に頼る維持管理から仕組みで支える維持管理へ

高度経済成長期に集中的に整備された

日本の下水道インフラが

一斉に老朽化の局面を迎えています！

インフラの老朽化

職員・技術者の減少 作業員の安全性確保
硫化水素による
作業中の人命事故

（R７.8.2）

陥没事故
（ R７.1.28）
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～なぜNTT東日本が下水道維持管理DXに取り組むのか～

インフラ保全のノウハウ・業務改善力
通信インフラ保全業務のDXを推進地道な改善とデータ活

用により、効率化と品質向上を継続的に実現

ドローンやAIを活用した
橋梁管路点検

※MMS(Mobile Mapping System)

MMSを活用した
架空構造物のスマート点検

“つなぐ”を使命にインフラを守る
NTT東日本DX変革力を
下水道の課題解決へ
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～下水道点検DX事業の状況～

2025年度：連携協定等による土台作り

①［行田市］【安全】 点検DX協定：ドローン・AI・管理ツールで安全・効率向上
②［埼玉県］【早期発見・予防保全】 8者連携：分断解消 【下水道の維持管理DX】
③［国交省］【普及】 ABクロス採択 ドローン・AI・データPF等統合モデル普及
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２．行田市における下水道DXの取組（No Entry点検）

6

行田市での点検DX実証により、
No Entry点検による安全性・効率性向上を実証
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①No Entry点検による「安全性×効率性」の同時解決
硫化水素による安全リスクと天候・時間制約というトレードオフを
ドローンによる No Entry 点検で解消し、安全性と効率性を同時に解決

人の目視よりも効率化・時短可能
作業効率向上（ドローン飛行により）

ドローン１機で「安全×効率」を同時に実現

２．行田市における下水道DXの取組（No Entry点検）
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ばらつきありの点検評価 点検データをAI・PF一元管理 路面下空洞の可視化

解決策 AI解析 空洞調査課題

②点検品質の向上（DX・データ活用）
【課題】人材不足・属人化により品質ばらつき、紙管理でデータ活用・技術継承が困難、空洞リスク把握不十分

目視点検のヒビからは
地面空洞の状況が不明確 空洞調査データ

データ統合・AI解析基盤

点検データ

撮影画像・動画

空洞調査データ

データ統合・AI解析基盤

点検データをAI・PFで統合し、
予防保全型DXへ

点検データ

【解決策】

GISデータ

過去データを蓄
積して、AIによ
り精度向上

２．行田市における下水道DXの取組（No Entry点検）
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３．安全性・効率性向上の効果（実証結果）
検証➀：ドローンによる管内データ収集、空洞調査（検証済）

9

行田市でドローンによるNo Entry点検を実証、
危険箇所抽出と空洞調査連携により安全・効率向上（作業進捗約2.5倍）

①ドローンによる管路内データ収集

②空洞調査

行田市で実際に行った実証のイメージ全体図

【行田市での実証効果・検証】
No Entry点検で
安全・効率向上（進捗約2.5倍）

【行田市での実証効果・検証】
空洞調査でリスク可視化、予防保全へ活用



現場の写真

マンホールからの
ドローン投入・点検準備

管路内映像の
リアルタイム確認

路面下空洞の探査作業
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４．データ活用による維持管理高度化（AI・統合管理）
検証②収集データのAI活用、管理業務高度化への活用（実証中）
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収集データのAI解析
（精度向上）

台帳機能
（基礎情報、検索、編集…）

GIS機能
（地図表示、色分け…）

報告書作成機能
（点検結果自動出力、報告…）

３次元機能
（構造データ、断面情報…）

下水道台帳、GIS、報告書自動作成と報告機能

ヒビ検知イメージ腐食検知イメージ

動画撮影等で点検データ取得 必要データをPFへ
自動抽出～登録

取得点検動画から、
要件に沿った
データのスマート格納

約3.8kmの管路データを
AIで解析し、精度向上

行田市でNo Entry点検実証、AI解析・データ統合で予防保全モデルを検証点検から
管理一体化したDXの有効性を確認
（大口径下水道管路約3.8kmを対象に、ドローンを活用したNo Entry型点検・調査の実証を実施）

報告書の自動生成
（業務効率化・省力化）

PF格納データから
報告書を自動生成

ドローン飛行により、
動画等で点検データを取得
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５．今後の展開（予防保全型インフラ管理へ）
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〇現場でのインフラDX活用で作業の安全・品質、持続可能な下水道インフラの維持

人的作業による保全リスク
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ご清聴ありがとうございました。


	スライド 1: 行田市における下水道点検の安全DX
	スライド 2
	スライド 3: １．下水道維持管理における課題と安全対策の必要性
	スライド 4: ～なぜNTT東日本が下水道維持管理DXに取り組むのか～
	スライド 5: ～下水道点検DX事業の状況～
	スライド 6: ２．行田市における下水道DXの取組（No Entry点検）
	スライド 7: ２．行田市における下水道DXの取組（No Entry点検）
	スライド 8: ２．行田市における下水道DXの取組（No Entry点検）
	スライド 9: ３．安全性・効率性向上の効果（実証結果） 検証➀：ドローンによる管内データ収集、空洞調査（検証済）
	スライド 10
	スライド 11: ４．データ活用による維持管理高度化（AI・統合管理） 検証②収集データのAI活用、管理業務高度化への活用（実証中）
	スライド 12: ５．今後の展開（予防保全型インフラ管理へ）
	スライド 13: ご清聴ありがとうございました。

